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当院のリハビリについて

当院は国家資格を持ち経験豊富な

  理学療法士（PT）作業療法士（OT）

 言語聴覚士（ST）による

  専門的なリハビリを行っています。

ご相談・お問い合わせ

06-4303-5720

06-4303-5730

診療時間

診療時間

09：00〜12：30

15：30〜18：30

月 火 水 木 金 土 日・祝
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休診日/木・土曜午後・日・祝

アクセス

〒543-0072  大阪府大阪市天王寺区生玉前町2-6

院長からのメッセージ

脳卒中による麻痺や言語障害、高次

脳機能障害に対して、 また神経難病

の病状を少しでもゆるやかにするた

めに 経験豊富なセラピストを集めま

した。 病状に負けたくない人を私達

は全面的にバックアップします。

院長 我妻敬一

運動器疾患のリハビリテーション

脊髄損傷、頚椎症、腰椎症、ヘルニア、

脊柱管狭窄症、骨折、肩関節周囲炎など

こんな方たちが受けています

首や背中が痛くて頭痛もひどい。

腰が痛くて歩きにくい。

肩関節周囲炎で日常生活に

支障が出ている。

しびれやうずく痛みで困っている。

どんなリハビリをするの？

頚部痛や腰痛、関節痛の痛みを

緩和するために、ストレッチ、

筋力トレーニングを行います。

正しい姿勢や歩き方について

指導することで、日常生活の

お困りごとを解消します。

言語聴覚療法



脳卒中後のリハビリテーション

脳梗塞、脳出血、くも膜下出血、

頭部外傷など

こんな方たちが受けています

退院できたがリハビリを続けたい。

手足が突っ張っていて動かしにくい。

もっと自然に手を動かしたい、
歩きたい。

仕事や趣味をもう一度頑張りたい。

リハビリの仕方が
わからない。

手足の運動や歩く練習を行い、自然な身体

の動きを少しずつとり戻していきます。

また、今ある能力を活かした

新しい生活の形をご提案します。

一つずつできることを増やし、

発症前の生活に近づけていきます。

神経難病のリハビリテーション

パーキンソン病、脊髄小脳変性症、

ALS、多発性硬化症など

こんな方たちが受けています

体がこわばって動きにくい。

徐々に進む病状の
進行を遅らせたい。

頚部痛や腰痛も続発している。

転倒することが増えた。

上手に箸やペンが
使えなくなった。

言語聴覚療法

脳卒中後・神経難病の方

読み書き、話し方、記憶力、注意力の練習

を行い、コミュニケーションを自然に取れ

るようにしていきましょう。生じた問題を

解決するためのコツや方法を提案します。

復職できた後もリハビリ

を続けることもできます。

こんな方たちが受けています

会話がうまくできない。
言葉が思いつかない。

呂律がまわらなくて困っている

記憶力や集中力が落ちてしまって
仕事がうまくいかない。

どんなリハビリをするの？

また働きたい。

こわばった関節や筋肉をほぐして、

手足の機能を維持しながら、

自立した生活を

長く続けるために

サポートをします。

転倒予防にも努めます。

どんなリハビリをするの？どんなリハビリをするの？

脳卒中になる前の状態に少しでも

戻れるように、退院後の回復期/維持期

リハビリを行います。

病状の進行を少しでも緩やかにするため

に定期的なリハビリは効果的です。

二次的な頚部痛/腰痛も緩和させます。

復職・就職をご希望の方には、

就労移行支援事業所「ミライエ」

と協働して復職を支援します。
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